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⽂明の進歩にあたっては、先⼈の記憶を
記録として残すことが⽋かせません。その
記録は、⽂書だけでなく「モノ」に遺され
ることもあります。2015 年に世界遺産に登
録された「明治⽇本の産業⾰命遺産」の構
成資産である端島炭坑は、その形から「軍
艦島」の名で知られ、⽇本の近代化を⽀え
た⽯炭採掘の記憶を遺しています。 
 この「軍艦島」のように、近代の産業化
の記憶を遺す物件は、法律上「近代化遺産」
と呼ばれています。この近代化遺産は、そ
れが稼働することで近代化に果たした意味
を記憶することに意味がありますが、それ
だけにその保存には困難が伴います。モノ
や資料単体からは価値が理解されにくいこ
と、現代技術による修復に必ずしも適しな
いこと、またその物件⾃体がなお現役で保
存措置をとれないことさえもあり、近代化
遺産の実情に照らした保存のための制度の
整備と技術の確保が急務になっています。 
 この近代化遺産の⼤国と⾔えば、何と⾔
ってもドイツです。近代化遺産として初め
て世界遺産となったフェルクリンゲン製鉄
所、現役で稼働している世界遺産のファグ

ス製靴⼯場など、急激な近代化を経た国に
ふさわしく多くの近代化遺産を有し、欧州
における近代化遺産の保存政策である「欧
州産業遺産の道」の中⼼国として、法制度
や保存技術の開発と移出も⾏っています。 
 その制度調査のため、「欧州産業遺産の道」
の構成資産で、連邦共和国指定の都市建設
重点⽂化財であるリューダースドルフ⽯灰
坑を訪問しました。採掘・搬出・加⼯・輸
送の過程が、実際の施設に触れながら歩く
だけで⽣き⽣きと理解できるように⼯夫さ
れており、稼働時の佇まいを残しつつ必要
な修復が施された機材を⾒て、法学部の海
外 FW として調査に協⼒してくれた学⽣た
ち共々、当時の様⼦に思いをはせました。 
 ⽇本とドイツは、急激な近代化を経験し
ており、近代化遺産のポテンシャルも共通
するところがあります。ドイツを例にしつ
つ、⽇本でもしあわせの記憶が残されてい
くことを可能にする制度論を組み⽴ててい
きたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 

⽯灰焼成炉（Ofenbatterie）。建屋には稼働時の加⼯
機械がそのまま残され、炉内に⼊ることもできる。 

しあわせの記憶の継承の⽇独⽐較 
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